
ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

６
月
議
会
で
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ

た
請
願
書
は
、
第
二
次
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
け
る
西
鉄
都
府
楼
前

駅
周
辺
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
、
西
鉄
五
条
駅
周

辺
と
の
役
割
分
担
を
踏
ま

え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
求
め
る
も
の
。
ま

た
、
当
該
地
は
生
活
の
拠

点
・
太
宰
府
の
歴
史
の
玄

関
口
と
し
て
活
性
化
が
期

待
で
き
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

こ
の
請
願
へ
の
現
時
点
の

対
応
等
に
つ
い
て
2
点
伺

う
。

①
請
願
に
対
す
る
現
時
点

で
の
対
応
状
況
は
。

②
市
の
方
針
、
方
向
性
、

検
討
委
員
会
な
ど
の
具
体

的
な
検
討
の
予
定
は
。	

技
術
系
職
域
（
土

木
職
・
建
築
職
等
）

の
強
化
は
、
公
共
施
設
の

更
新
や
都
市
再
編
、
災
害

対
応
な
ど
、
今
後
の
行
政

運
営
を
支
え
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
全
国
的
に
技

術
系
人
材
の
確
保
が
難
し

く
な
る
中
、
本
市
で
も
必

要
な
人
材
の
確
保
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
将
来
的
な

技
術
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
３
点
伺
う
。

①
土
木
職
の
技
術
力
向

上
・
技
術
継
承
の
現
状
認

識
は
。

②
都
市
計
画
課
13
人
の
う

ち
土
木
職
が
２
人
に
と
ど

ま
る
こ
と
に
よ
る
行
政
リ

ス
ク
と
、
技
術
職
配
置
の

検
討
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
近
隣
自
治
体
と
の
技
術

職
の
相
互
交
流
に
よ
る
技

中
東
情
勢
の
悪
化

や
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

の
閉
鎖
に
よ
り
、
物
価
高

騰
と
資
材
不
足
、
金
利
上

昇
に
よ
っ
て
経
営
が
圧
迫

さ
れ
、
倒
産
・
廃
業
が
広

が
っ
て
い
る
。
１
年
前
に

制
定
さ
れ
た
太
宰
府
市
小

規
模･

中
小
企
業
振
興
条

例
を
生
き
た
条
例
に
す
る

た
め
に
指
摘
し
た
内
容
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行

う
と
い
う
前
向
き
な
回
答

を
受
け
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
を
２
点
伺
う
。

①
中
小
企
業
振
興
推
進
計

画
の
策
定
、
条
例
推
進
に

関
わ
る
会
議
体
の
設
置
の

進
捗
に
つ
い
て

②
物
価
高
騰
、
経
営
支
援

に
関
す
る
事
業
推
進
に
つ

い
て

本
市
に
お
い
て
は

公
共
施
設
を
活
用

し
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
お
り
、
特
に
南
小

学
校
区
内
に
お
い
て
は
学

習
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
校

区
の
中
学
生
は
近
隣
自
治

体
の
施
設
や
い
き
い
き
情

報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
利
用

し
て
お
り
、
学
習
ス
ペ
ー

ス
ま
で
の
移
動
の
負
担
が

生
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
の
空
き
時
間
帯
を
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開

放
で
き
な
い
か
伺
う
。

現
状
、
多
目
的

ホ
ー
ル
を
静
か
な

学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
常

時
提
供
す
る
こ
と
は
、
以

①
請
願
書
は
議
会

か
ら
市
長
に
送
付

さ
れ
、
請
願
内
容
に
関
わ

る
部
署
も
含
め
回
覧
を
行

い
、
回
覧
が
完
了
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

②
第
二
次
太
宰
府
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
作
業
に
お
い
て
、
立

地
適
正
化
計
画
と
の
整
合

性
も
含
め
た
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
改
定
業
務
に
係
る
委

託
契
約
を
締
結
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
分
析
作
業
に
着

手
し
て
お
り
、
今
後
、
市

民
、
庁
内
策
定
委
員
会
、

法
定
の
都
市
計
画
審
議
会

な
ど
の
意
見
を
賜
り
、
議

論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

術
力
強
化
の
可
能
性
は
。

①
土
木
技
師
は
、

道
路
・
河
川
・
公

園
・
上
下
水
道
・
学
校
施

設
の
改
修
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
業
務
を
担
い
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
Ｏ
ｎ
－
ｔ
ｈ
ｅ
－
Ｊ

ｏ
ｂ
－
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ
）
や
福
岡
県
等
の
研
修

会
で
知
識
・
技
能
の
習
得

を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
課
、
建
設
課
、

上
下
水
道
施
設
課
、
管
財

課
、
文
化
財
課
な
ど
各
部

署
に
土
木
技
師
が
必
要
と

認
識
し
、
業
務
量
や
市
役

所
全
体
の
職
員
配
置
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
配
置

し
て
い
ま
す
。

③
近
隣
自
治
体
と
の
職
員

交
流
は
人
材
育
成
や
広
域

連
携
に
資
す
る
た
め
、
筑

紫
地
区
で
は
情
報
交
換
や

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
で
条
例

制
定
及
び
内
容
を
周
知
し
、

他
自
治
体
の
中
小
企
業
振

興
推
進
計
画
の
事
例
収
集

な
ど
の
検
討
を
重
ね
る
一

方
で
、
推
進
計
画
の
策
定

及
び
会
議
体
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
調
査

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
対

策
事
業
や
運
送
事
業
者
原

油
価
格
高
騰
対
策
事
業
を

実
施
し
た
ほ
か
、
が
ん
ば

る
中
小
企
業
応
援
補
助
金

の
交
付
、
事
業
資
金
支
援

融
資
制
度
、
融
資
を
受
け

る
際
に
信
用
保
証
協
会
に

支
払
う
保
証
料
の
全
額
補

助
の
継
続
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
認
定

に
つ
い
て
も
随
時
対
応
し

て
い
ま
す
。

下
の
諸
課
題
に
よ
り
困
難

な
状
況
で
す
。

・
定
期
利
用
団
体
の
利
用

時
間
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
確
保
が
で
き
な
い

こ
と
。

・
地
域
住
民
へ
無
料
開
放

し
て
い
る
時
間
帯
は
学
習

以
外
の
目
的
で
利
用
さ
れ

る
方
も
い
る
こ
と
。

・
会
議
室
等
で
の
楽
器
練

習
に
よ
る
音
の
影
響
が
あ

り
、
静
か
な
環
境
を
保
ち

に
く
い
こ
と
。

・
学
校
施
設
の
た
め
、
急

な
利
用
制
限
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
。

　

今
後
は
、
予
約
の
な
い

時
間
帯
の
有
効
活
用
を
含

め
、
学
校
や
自
治
会
と
も

十
分
協
議
の
上
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

西
鉄
都
府
楼
前
駅
周
辺
請
願
書

の
今
後
の
展
望
は

技
術
系
職
員
の
人
材
育
成
と

組
織
体
制
の
充
実
を

小
規
模･

中
小
企
業
、

個
人
事
業
主
に
支
援
を

南
小
学
校
区
の
中
学
生
に
学
習

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
求
め
る

原は
ら  

紳し
ん

次じ

郎ろ
う  

議
員

木き

村む
ら  

彰あ
き

人と  

議
員

神こ
う
た
け武　
綾あ

や  

議
員

長は

谷せ

川が
わ 

公こ
う
せ
い成  

議
員

共
同
研
修
な
ど
を
行
い
、

今
後
も
様
々
な
手
法
を
検

討
し
ま
す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇請願書への対応について
◇多目的広場の管理運営状況につい

て
◇ため池マップと災害対策について

◇技術系職域の充実と組織体制の見
直しについて

◇指定管理者制度における監督力の
強化について

◇小規模・中小企業、個人事業主の
支援について

◇子どもの意見表明権について

◇太宰府南コミュニティセンターを
活用した学習スペースの確保につ
いて

◇市民一斉避難訓練等の実施につい
て
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

警固断層帯

避難所

歴
史
の
散
歩
道
環

境
整
備
事
業
は
平

成
22
年
か
ら
令
和
４
年
ま

で
の
計
画
と
さ
れ
て
お
り
、

令
和
に
な
り
、
坂
本
八
幡

宮
付
近
は
道
路
等
が
整
備

さ
れ
た
が
、
太
宰
府
天
満

宮
に
至
る
歴
史
の
散
歩
道

は
、
い
ま
だ
に
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　

今
後
の
歴
史
の
散
歩
道

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

国
の
交
付
金
の
活
用
も
含

め
、
整
備
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

平
成
22
年
に
認
定

を
受
け
た
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
に
お

い
て
、
歴
史
の
散
歩
道
環

境
整
備
事
業
と
位
置
づ
け
、

交
付
金
を
活
用
し
た
再
整

最
新
の
地
震
被
害

想
定
で
は
、
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
太

宰
府
市
に
お
い
て
最
大
深

度
７
、
死
者
数
は
最
大
で

約
３
０
０
人
と
い
う
厳
し

い
数
字
が
示
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
大
地
震
発
生
時
の

防
災
体
制
に
つ
い
て
４
点

伺
う
。

①
最
新
の
地
震
被
害
想
定

と
発
災
時
の
初
動
対
応
に

つ
い
て

②
避
難
所
の
受
入
れ
体
制
、

備
蓄
品
及
び
避
難
生
活
環

境
に
つ
い
て

③
観
光
客
・
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
応
と
広
域
的
な
支

援
体
制
に
つ
い
て

④
防
災
無
線
を
含
む
災
害

情
報
伝
達
体
制
の
実
効
性

に
つ
い
て

地
震
、
台
風
、
豪

雨
な
ど
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
災
害
は
い
つ
、
ど
こ

で
、
誰
が
被
災
す
る
か
分

か
ら
な
い
中
、
早
期
避
難

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
少

し
で
も
ス
ト
レ
ス
な
く
快

適
に
過
ご
せ
る
避
難
所
の

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
5

点
伺
う
。

①
食
料
や
簡
易
寝
具
を
持

た
ず
と
も
自
主
避
難
で
き

る
環
境
整
備
の
考
え
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
警
固
断
層
帯
に
よ
る
地

震
発
生
時
の
被
害
想
定
は
。

③
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
状

況
と
課
題
は
。

④
観
光
客
の
避
難
で
想
定

さ
れ
る
課
題
と
対
応
策
は
。

⑤
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
、

ま
た
は
減
ら
す
た
め
の
具

若
年
層
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い

て
伺
う
。

①
若
者
の
月
経
困
難
症
や

検
診
受
診
率
向
上
等
、
健

康
課
題
の
認
識
に
つ
い
て

②
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
出

前
講
座
を
活
用
し
た
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の

周
知
、
相
談
体
制
の
必
要

性
に
つ
い
て

①
若
年
層
の
健
康

診
査
の
受
診
に
つ

い
て
は
、
市
で
実
施
し
て

い
る
一
般
健
診
以
外
で
受

診
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
全
体
の
受
診

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
月
経
困
難
症
に

つ
い
て
も
確
認
で
き
る
範

囲
に
お
い
て
市
へ
の
相
談

備
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
業
の
財
源
と
し
て

見
込
ん
で
い
た
交
付
金
の

交
付
率
の
低
下
等
に
よ
り
、

事
業
実
施
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

現
在
、
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
第
２
期

に
入
り
、
歴
史
の
散
歩
道

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
交
付
金
の
活

用
の
ほ
か
新
た
な
財
源
確

保
に
つ
い
て
国
及
び
県
か

ら
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、

事
業
実
施
に
向
け
て
鋭
意

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 ①

震
度
7
の
大
規

模
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
全
職
員
が
自
主

参
集
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
市
長
を
ト
ッ
プ
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

全
９
班
体
制
で
一
斉
に
災

害
対
応
に
従
事
し
ま
す
。

②
指
定
避
難
所
を
は
じ
め
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
な
ど

全
て
の
避
難
所
を
開
設
し
、

６
０
０
０
人
程
度
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
ま
す
。
ま

た
、
物
資
に
つ
い
て
は
全

７
施
設
に
分
散
備
蓄
し
て

い
ま
す
。

③
「
太
宰
府
市
観
光
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
て
お
り
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
の
構
築
・

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
複
数
の
情
報
伝
達
手
段

を
確
保
し
、
停
電
時
で
も

体
的
対
策
は
。

①
自
主
避
難
所
は

避
難
情
報
発
令
前

に
開
設
し
、
食
料
や
寝
具

等
は
原
則
各
自
で
準
備
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
お
り
、
今
後
、
対
応
を

調
査
研
究
・
検
討
し
ま
す
。

②
県
の
最
新
の
発
表
で
は
、

本
市
で
建
物
全
壊
・
全
焼

約
４
５
０
０
棟
、
死
者
約

３
０
０
人
、
避
難
者
約
2

万
１
０
０
０
人
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

③
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
は
松

川
運
動
公
園
体
育
館
で
受

入
れ
ま
す
。
大
き
さ
や
種

類
、
感
染
症
、
衛
生
管
理
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
等
が
課

題
で
す
。

④
一
時
退
避
場
所
、
避
難

誘
導
、
多
言
語
情
報
、
帰

宅
困
難
者
対
応
等
を
進
め

は
な
く
、
実
態
が
把
握
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

②
こ
ど
も
家
庭
庁
が
実
施

し
た
調
査
で
は
、
若
い
世

代
に
お
け
る
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
概
念
の

認
知
度
は
約
15
％
と
低
く
、

若
い
世
代
が
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
概
念
及

び
相
談
窓
口
を
知
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
市
の

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
周
知
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
の
散
歩
道
の
今
後
は

想
定
外
と
は
言
わ
せ
な
い

災
害
時
の
避
難
体
制
を

ど
う
整
え
る
の
か

市
は
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
を
ど
う
考
え
る
か

原は
ら

田だ 

久く

み

こ

美
子  

議
員

瀬せ

筒づ
つ  

義よ
し
ひ
さ久  

議
員

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  
議
員

馬ば

ば場  

礼れ
い

子こ  

議
員

情
報
発
信
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。

⑤
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
空
調
、
衛
生
対

策
、
健
康
管
理
、
精
神
的

ケ
ア
等
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇歴史の散歩道について
◇国道３号バイパス歩道の植込みに

ついて

◇大規模地震発生時の防災体制について
◇市職員が安心して能力を発揮でき

る人事行政について
◇包括連携協定の実効性と成果検証

及び今後の展開について

◇災害時の対応について
◇松川体育館の雨漏りお

よび設備について

◇若年層を取り巻く健康課題の現状
と「プレコンセプションケア」に
ついて

歴史の散歩道

プレコンセプションケアとは、性
別を問わず、適切な時期に、性や
健康に関する正しい知識を持ち、
妊娠・出産を含めたライフデザイ
ンや将来の健康を考えて健康管理
を行う取り組みのことです。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

避難訓練の様子

長
期
的
な
ま
ち
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

す
る
こ
と
が
総
合
計
画
の

策
定
の
目
的
で
あ
り
、
市

長
の
掲
げ
る
「
新
た
な
一

歩 

未
来
に
つ
な
ぐ
太
宰

府
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。
総
合

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
、

前
市
長
と
対
照
す
る
と
大

き
な
変
化
で
は
あ
る
が
、

従
前
の
総
合
計
画
が
陥
り

が
ち
な
危
う
さ
に
市
長
は

気
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
行
政
プ
ロ
セ
ス
の
中
で

の
位
置
づ
け
は
。

②
い
つ
ま
で
に
策
定
す
る

の
か
。

③
ど
の
よ
う
な
方
法
で
策

定
す
る
の
か
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

見
通
し
の
悪
い

カ
ー
ブ
や
交
差
点
に
設
置

さ
れ
、
自
動
車
や
自
転
車
、

歩
行
者
の
接
近
を
確
認
す

る
た
め
の
安
全
対
策
用
品

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市

に
お
け
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
管
理
に
つ
い
て
２
点
伺

う
。

①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

基
準
、
耐
用
年
数
お
よ
び

設
置
後
の
経
過
年
数
の
状

況
に
つ
い
て

②
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
維
持

管
理
状
況
に
つ
い
て

①
本
市
独
自
の
設

置
基
準
に
基
づ
き
、

交
差
点
や
カ
ー
ブ
等
で
建

物
や
壁
等
の
影
響
に
よ
り

見
通
し
が
悪
く
、
死
角
が

大
き
い
箇
所
に
、
地
域
の

状
況
や
視
認
性
を
考
慮
し

私
た
ち
が
住
む
太

宰
府
市
に
は
、
危

険
度
Ｓ
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
て
い
る
警
固
断
層
帯
が

走
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

地
震
発
生
時
の
本
市
の
対

応
に
つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震

が
起
き
た
と
想
定
し
た
場

合
の
避
難
所
運
営
や
避
難

者
支
援
、
道
路
な
ど
の
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
準
備
を
し
て
い
る

か
。

②
準
備
が
整
っ
て
い
る
場

合
、
ど
の
程
度
の
対
策
や

計
画
が
で
き
て
い
る
か
。

③
警
固
断
層
帯
の
割
れ
残

り
箇
所
の
地
震
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
説
明
や
避
難
訓

練
等
の
具
体
的
な
計
画
は

あ
る
か
。 太

宰
府
と
い
う
名

称
は
全
国
的
に
も

名
前
が
通
っ
て
お
り
、
太

宰
府
と
い
う
名
を
聞
け
ば

誰
も
が
本
市
の
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
る
ほ
ど
、
そ
の

名
称
に
は
強
力
な
ブ
ラ
ン

ド
力
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
市
は
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
十
分
に
生
か
し

切
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

そ
こ
で
、
太
宰
府
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、
本

市
の
歳
入
を
増
や
す
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
３
点
伺

う
。

①
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応

援
大
使
「
お
と
も
の
タ

ビ
ッ
ト
」
の
活
用
に
つ
い

て②
公
共
施
設
等
へ
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
つ

①
本
市
の
未
来
像

と
方
向
性
を
示
す

重
要
な
指
針
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
一
般
的
に
は
2
年
か
ら

3
年
程
度
の
期
間
を
か
け

て
策
定
す
る
例
が
多
く
、

丁
寧
な
議
論
を
重
ね
る
必

要
が
あ
り
、
検
討
が
不
十

分
に
な
ら
な
い
よ
う
総
合

計
画
審
議
会
で
議
論
し
、

決
定
す
る
予
定
で
す
。

③
市
民
参
画
、
総
合
計
画

審
議
会
、
庁
内
の
策
定
委

員
会
を
連
動
・
連
携
し
て

進
め
ま
す
。
策
定
委
員
会

が
素
案
を
と
り
ま
と
め
、

市
民
の
意
見
や
審
議
会
の

議
論
を
踏
ま
え
て
修
正
・

精
査
し
、
総
合
計
画
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

て
設
置
し
て
い
ま
す
。
耐

用
年
数
は
材
質
等
に
よ
り

概
ね
10
年
で
す
。
な
お
、

設
置
後
の
経
過
年
数
に
つ

い
て
は
、
設
置
数
が
膨
大

な
た
め
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。

②
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

市
民
等
の
皆
様
か
ら
の
通

報
を
受
け
次
第
速
や
か
に

現
場
を
確
認
し
、
ミ
ラ
ー

の
角
度
の
調
整
を
行
う
ほ

か
、
専
門
業
者
に
依
頼
し

て
交
換
等
の
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
維
持
管

理
に
つ
き
ま
し
て
、
迅
速

か
つ
適
正
な
対
応
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

①
大
規
模
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、

指
定
避
難
所
や
指
定
緊
急

避
難
場
所
な
ど
全
て
の
避

難
所
を
開
設
す
る
と
と
も

に
、
各
種
災
害
協
定
な
ど

に
よ
る
様
々
な
支
援
を
活

用
し
、
一
人
で
も
多
く
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
避
難
生
活
支
援
に

つ
い
て
は
、
食
事
や
物
資

の
提
供
、
体
調
や
衛
生
管

理
な
ど
避
難
者
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
て
対
応
し
ま
す
。

②
道
路
な
ど
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
な
ど
に
つ
い

て
は
、
民
間
業
者
と
災
害

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

有
事
の
際
は
協
定
に
基
づ

き
、
応
急
対
応
・
復
旧
を

行
い
ま
す
。

③
今
後
の
避
難
訓
練
に
つ

い
て
は
、
地
区
単
位
で
の

い
て

③
本
市
特
産
品
の
活
用
に

つ
い
て

①
「
ゆ
る
バ
ー
ス

２
０
２
５
」
で
全

国
２
９
９
キ
ャ
ラ
の
中
で

77
位
を
獲
得
し
、
県
内
か

ら
全
国
区
ま
で
本
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ノ
ベ
ル

テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
方

法
、
価
格
設
定
等
々
に
つ

い
て
は
調
査
研
究
い
た
し

ま
す
。

②
令
和
７
年
８
月
の
募
集

開
始
か
ら
、
実
際
の
契
約

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や

包
括
連
携
締
結
先
等
へ
募

集
案
内
を
送
付
し
、
検
討

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

『
梅
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
史
跡
地
で
実
っ

総
合
計
画
の
策
定
の
展
望
は

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
適
正
な

管
理
で
地
域
の
安
全
を
守
れ

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

歳
入
を
増
や
す
た
め
の
施
策
を

笠か
さ

利り　
毅つ

よ
し  

議
員

久く

わ和  

満み
つ
は
る晴  

議
員

入い
り

江え　
寿ひ

さ
し  

議
員

岡お
か

林ば
や
し  

直な
お

人と  

議
員

分
散
訓
練
に
よ
る
実
施
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

た
梅
を
原
料
と
し
た
製
品

開
発
を
推
進
し
、
令
和
３

年
以
降
、
41
品
目
の
製
品

ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、
特

産
品
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇総合計画の策定について
◇太宰府市自治基本条例について
◇のるーと太宰府の実証運行につい

て

◇市が設置しているカーブミラーの
管理について

◇元気づくりポイント事業の
　リニューアルについて

◇地震や台風等自然災害発生時の市
の対応について

◇災害発生時に自助が難しい幼児や
児童をどう守るかについて

◇歳入を増やすための施策について

おとものタビット

太宰府市役所
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

常
任
委
員
会
所
管
調
査
報
告

日にち ： ７月10日㈮　
調査先 ： 太宰府南小学校、太宰府南コミュニティセンター、大宰府展示館、太宰府市歴史スポーツ公園
太宰府南小学校は、授業の効率化及び教職員の働き方改革が進み、残業時間が少なくなってきている
とのことでした。また、PTA加入率100％を維持し、地域・保護者・教職員の努力をうかがうことがで
きました。
太宰府南コミュニティセンターは太宰府南小学校と併設しており、地
域参画として良い取組がなされていました。学習ルームの設置、駐車場
確保が課題であると感じました。
大宰府展示館は、看板が目立ちづらいなどの課題があり、アイデア次
第でより一層の来客が見込める要素をもつ施設であると感じました。
太宰府市歴史スポーツ公園は平成元年開園と古く、全体的に計画的な
メンテナンスが必要であると感じました。また、公園なのか競技場なの
か曖昧なままで、今後協議する必要があります。

総務文教常任委員会

所管調査報告

日にち ： ７月17日㈮　
調査先 ： 太宰府市上下水道センター、松川浄水場、
　　　　独立行政法人水資源機構　筑後川下流総合管理所　福岡導水管理所
【太宰府市上下水道センター、松川浄水場】
太宰府市では、自己水源（松川ダム・北谷ダム・大佐野ダム）と企業団からの受水（福岡地区水道企業団・
山神水道企業団）を組み合わせて、安定した給水が行われています。原水が安全な水道水になるまでの
流れを松川浄水場で見学しました。施設の老朽化や経営の健全化など今
後の課題にも取り組んでいく必要があります。

【独立行政法人水資源機構　筑後川下流総合管理所　福岡導水管理所】
福岡都市圏の人口増加に伴う水道用水の需要増加に対処するものとし
て、筑後川水系水資源開発基本計画（昭和49年７月閣議決定）に基づき、
昭和58年に25kmの導水路が完成して、福岡都市圏の10市６町及び佐賀
県基山町への水道水を供給しています。
こちらの施設も今後老朽化対策・地震対策が必要になります。

建設経済常任委員会

歴史スポーツ公園の調査の様子

日にち ： ７月15日㈬　
調査先 ： 二日市カトリック幼稚園、太宰府市シルバー人材センター、
　　　　太宰府東第二学童保育所、太宰府市環境美化センター
二日市カトリック幼稚園では、児童発達支援事業所に通う子どもが25～30％いる実情や、「こども誰

でも通園制度」への対応、制度対象外となる３歳以上の子どもへの独自対応、それに伴う職員負担を確
認しました。
シルバー人材センターは、会員数が増える中、発注や職種の拡大、福
祉分野との連携による活躍の場づくりが課題です。
学童保育所では、ICTによる出欠・保護者連絡の効率化や熱中症指数
計の活用など、安全管理の工夫を確認しました。
環境美化センターでは、手作業による分別負担に加え、埋立地の残余
容量が約30％という課題も把握しました。
現場で得た具体的な課題を、今後の審査や施策提言に反映していきま
す。

環境厚生常任委員会

環境美化センターの調査の様子

福岡導水管理所の調査の様子

ど
う
な
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と
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？
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）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

人
口
を
維
持
す
る

た
め
の
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
対
策
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
人
口
、
出
生
・
死
亡
、

転
入
・
転
出
の
推
移
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、 

特
に

ど
の
年
代
の
転
出
入
を
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
る

か
。

②
人
口
規
模
を
維
持
す
る

た
め
に
、
若
者
や
子
育
て

世
代
の
定
住
促
進
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
重

点
的
に
進
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
か
。

③
人
口
維
持
・
定
住
促
進

の
観
点
か
ら
、
住
宅
政
策
、

宅
地
確
保
、
交
通
利
便
性
、

子
育
て
支
援
、
雇
用
、
企

業
誘
致
な
ど
を
一
体
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

熊
本
地
震
で
得
た

教
訓
を
本
市
の
災

害
対
応
に
生
か
す
た
め
、

３
点
伺
う
。

①
熊
本
地
震
の
教
訓
を
本

市
の
各
種
防
災
計
画
や
災

害
対
応
に
反
映
さ
せ
る
考

え
に
つ
い
て

②
避
難
所
の
生
活
環
境
と

支
援
体
制
に
つ
い
て

③
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
物
資
、
人
員
等
の
体
制

及
び
復
旧
、
生
活
再
建
に

つ
い
て

①
本
市
の
各
種
防

災
計
画
や
災
害
対

応
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

②
避
難
所
の
生
活
環
境
に

つ
い
て
は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ

テ
ン
ト
の
備
蓄
を
順
次
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指

定
避
難
所
で
も
あ
る
小
中

	

①
少
子
高
齢
化

に
よ
り
自
然
減
の

傾
向
が
強
ま
る
中
、
20
代

か
ら
30
代
の
い
わ
ゆ
る
子

育
て
世
代
や
若
年
層
の
動

向
が
、
将
来
的
な
出
生
や

定
住
の
点
か
ら
本
市
の
中

長
期
的
な
人
口
構
造
に
影

響
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
民
間
投
資
の
促
進
に
よ

る
住
宅
の
拡
充
や
就
業
機

会
の
創
出
、
子
育
て
・
教

育
環
境
の
充
実
と
い
っ
た

施
策
を
重
点
的
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
人
口
維
持
・
定
住
促
進

に
は
住
宅
・
宅
地
、
交
通
、

子
育
て
支
援
、
雇
用
・
産

業
政
策
な
ど
を
総
合
的
に

連
携
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

学
校
の
体
育
館
に
は
、
冷

暖
房
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
避
難
生
活
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
食
事
や

物
資
の
提
供
は
も
と
よ
り
、

体
調
や
衛
生
管
理
な
ど
多

種
多
様
な
支
援
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
避
難
者
の
皆

様
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

③
物
資
の
備
蓄
な
ど
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
全
７
施

設
に
分
散
し
て
備
蓄
し
て

い
ま
す
。

　

市
職
員
の
参
集
に
つ
い

て
は
、
震
度
７
の
大
規
模

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

全
職
員
が
市
役
所
に
自
主

的
に
参
集
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
、

生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、

人
口
維
持
の
た
め
に

長
期
的
な
視
点
を
持
て

令
和
８
年
熊
本
地
震
後
の

本
市
の
災
害
対
応
は

今い
ま

泉い
ず
み  

義よ
し
ふ
み文  

議
員

川か
わ
ぐ
ち口  

親ち
か
ま
る丸  

議
員

ま
す
。

他
市
か
ら
の
応
援
職
員
な

ど
の
力
も
借
り
な
が
ら
、

全
力
で
復
旧
復
興
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

全質問項目

全質問項目

◇人口７万人を維持するための未来
戦略について

◇生活道路の老朽化対策と維持補修
の拡充について

◇令和８年熊本地震を踏まえた本市
の災害対応について

◇若者の経済的負担軽減と定住支援
について

出典：広報だざいふ 2025.10（令和 7年）
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